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短大生調査におけるベンチマーク作成のための分野別分類コードの開発 
―より良い内部質保証活動の構築に向けて― 

   これまでの研究活動 

日本の短大向けに特化 
 

調査結果の分析 

 

ヒアリング調査 

 

専門家委員会による 

レビュー 

実施負担の削減 

 

質問数の厳選 

 

質問紙のレイアウト 

の調整 

 

ワーディングの見直し 

研究実績に裏付けられた
調査の運用 
 

アメリカ型調査を模範 

 

JJCSSの運用 

 

網羅的な調査 

  7年間の実績 
 延べ参加短大数：206校 
 延べ参加短大生数：56,136人 
 （2014年度実績は44校、12,093人） 

STEP 

① 
学校基本調査付属資料「学科系統分類表」の問題点： 
①不的確な分類 

 

 

 

 

 

 
 
史学、哲学、法律政治学は数%しかないが項目化 

その一方で、人文では38%、社会では18%もその他に該当 

分野別分類に関する議論： 
日本学術会議（2014）学士の学位に付記する専攻分野の名称の在り方について（P. ⅳ） 

「このように過度に細分化された状態が、真に学問の進展に即したものなのか、学生の学修成果を表現するものとして適切な
のか、能力の証明としての学位の国際的通用性を阻害するおそれはないのか、懸念を持たざるを得ない状況である」 
 
舘昭（2006）原点に立ち返っての大学改革 

「世界の標準分野分類がディシプリンを基盤にしているのに対し、日本の分野分類はそのようになっておらず、的確な分類に
なっていないということを、学校基本調査の分類を例にした指摘もある」 

38.5% 

2.2% 

0.9% 

58.4% 

0% 20% 40% 60% 80%

その他 

哲学 

史学 

文学 

   研究の現状 

⇒過度な細分化 

⇒不的確な分類 

18.6% 

35.6% 

45.5% 

0.4% 

0% 20% 40% 60%

その他 

社会学 

商学経済学 

法学政治学 

人文分野の例 社会分野の例 

②識別困難な分類 
 

（使用データはH.25の学校基本調査及び学科系統分類表） 

大分類名称 中分類名称 小分類名称 

人文 文学関係 人間文化 

家政 家政学関係 人間文化 

人文 その他 人間文化学 

その他 その他 人間文化学 

教育 初等教育 子ども教育学 

教育 幼稚園教育 子ども教育学 

その他 その他 子ども教育学 

 
①小分類は 
分類になって
いない 
 
②分類表内に
分類定義がな
く識別が難し
い 

STEP 

② 

新分野別分類コードの特徴（プロトタイプ）： 
作業手順： 
①「H26全国短期大学・高等専門学校一覧」（文教協会）をもとに、338短大の設置学科・専攻を調査 → ②全ての学科・専

攻名称を見ながら大分類を作成 → ③大分類からさらに中分類を作成 → ④学科・専攻名称から分野が推測できないも
のは大学ポートレート等を見て判断 →⑤大分類及び中分類にコード付け 
 

特徴： 
学問分野ではなく、資格や就職等の出口をベースに大分類を作成 

学科だけでなく専攻も含めて分類 

可能な限り「その他」項目を削除 

大分類
コード

大分類
コード名称

学科・
専攻数
（合計）

中分類コード1
学科・
専攻数

中分類コード2
学科・
専攻数

中分類コード3
学科・
専攻数

中分類コード4
学科・
専攻数

1 健康系 287 看護 28 福祉・リハビリ 98 食物栄養 105 その他（歯科衛生等） 56
2 ビジネス系 71 ビジネス 22 情報 13 経済 28 その他（秘書等） 8
3 教養・総合系 142 教養・総合・キャリア・文化 80 国語・国文・日本語 17 外国語・コミュニケーション 45
4 芸術系 54 芸術・美術 27 音楽 23 その他（演劇等） 4
5 教育系 292 幼児・保育 274 その他（初中等教育等） 18
6 家政系 69 家政・生活 48 被服・服飾 21
7 理工系 36 工学 22 その他（農業、環境等） 14
8 その他 10 その他（美容等） 10

STEP 

③ 

図：短大生調査の結果活用の例 
（「Q18 知識・能力の変化（学習成果）」から見える各短大の特色） 

今後の課題： 
現時点においても比較考察は可能（右図） 
 

 

 

 

・新分野別分類コードの正式実装に向けて 

  短大関係者に対するヒアリング 

  プロトタイプ版の試験運用 

  正確な定義に基づく分類化 

  分野分類に関する更なる事例研究等が必要 

 

・よりよいフィードバック方法の開発 

 分野別分類の可能性： 

 同一短大内の学科間比較 
 分野全体と自学科の比較    

  より良い内部質保証活動の構築 
  のために欠かせない分野分類 
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短大の学科名称数は３００以上 
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専門分野や学科の知識 

論理的に考える力 

他の人と協力する力 

文章（レポートなど）を書く力 

挑戦する力（チャレンジ精神） 

ねばり強さ 

計画性・スケジュール管理能力 

自己の理解 

地域や社会に貢献する意識 

一般的な教養 

キャリア意識 リーダーシップ 

現代社会の抱える 

様々な問題を理解する力 

本や資料などを読み解く力 

自学自習の能力（習慣） 

異なる文化や考えを持つ 

人々を理解する力 

数値やデータを理解する力 

外国語を使う力 

コミュニケーション能力 

プレゼンテーションをする力 

PCなど情報機器を使う力 
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（総合、複数学科） 
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（幼保系） 

平均 

（全体） 


